門司電気通信レトロ館

門司電気通信レトロ館の建物は、当初は逓信省門司郵便局の電話交換局だった。設計は、日本武道館や京都タワーの設計で知られる日本分離派の共同創設者、建築家の山田守（1894-1966）による。1924年に建てられた門司電気通信レトロ館の建物は、角度のついた三つ葉のアーチと人目を引く柱が特徴的な、1910年代から1920年代の大正モダン様式の典型である。門司電気通信レトロ館自体は、日本の電気通信の歴史を紹介するために1994年に設立された。2009年には経済産業省の近代化産業遺産に指定された。

建設当時、門司電気通信レトロ館（当時は郵便局）は現代建築デザインの最高峰とされた。鉄筋コンクリートの建物には、イタリアの影響を感じさせる曲線の階段室があり、最新の防火・防塵システムが採用されていた。

完成から1世紀を経た現在、この建物は日本における電気通信の歴史と、世界的な通信革命の原動力となった創意工夫、忍耐力、技術的ノウハウの証となっている。体験型展示や残存したハードウェアのコレクションは、どのようにして我々は点とダッシュのモールス信号から現在の長距離無線電話に至ったのだろうと疑問に思ったことのある誰にとっても魅力的な経験となるだろう。

展示内容
1階では、明治時代（1868-1912）から現代までに使用された電信・電話機器を展示し、電話の発展を紹介している。アレクサンダー・グラハム・ベル（1847-1922）が1876年に発明した電話機を復元したものから始まり、1890年のガワー・ベル、1896年の壁掛け式デルヴィル、そして1940年代、1950年代、1960年代の電話機まで、時系列に展示されている。さらに最近のモデルとしては、1980年代のハウディフォン、1994年のテレビ電話PICSEND-R、2001年のFOMAセット、2005年の最初のスマートフォン、そして今日の携帯電話などがある。

あるインタラクティブな展示では、1837年に発明された画期的な通信システムであるモールス信号の送信練習ができる。その他の展示では、電話交換手の仕事を体験したり、自動交換機の内部構造を見ることができる。シンプルだが印象に残る展示では、1台約3キログラムもある初期の「携帯電話」を持ち上げてみることができる。

2階には、1926年に東京の京橋支所で初めて使用されたA形自動交換機を含む、いくつかの交換機がある（予約制）。1926年当初には横浜電話局に設置されたという門司電気通信レトロ館のH型自動交換機は、現在も稼働している珍しい交換機である。
